
ヨベル　YOBEL Inc.  〒 113-0033　東京都文京区本郷４- １- １　T 03-3818-4851　F 03-3818-4858    info@yobel.co.jp　https://yobel.co.jp/info/

4 月 20 日刊行予定

普遍啓示論  そこに立ち現れる神
神も仏もいないこの世界。それでも
神はいる、と語り得る矛盾と希望。

3.11。あの巨大な震えが、拠って立つところの神概念、信仰、救済論を揺るがせた。魂の救いだけ
ではない、人間存在そのものを根底から掬

す く

いとる福音はどこに ?  古今東西の神概念・神認識の歴
史を丁寧に辿り直しながら「普遍啓示論」（一般啓示論）にまで踏み込んだ一牧師のシリーズ第 1 弾。
あの悲惨な被災地の風景は、「神のいない世界」の根拠であり証拠です。しかしそのただ中に置かれてたたずんでいた私
は、あの絶望的な風景の中にもそこにある神性を有する神的存在が「ある／いる」という存在を感じとっているのです。
ここには、直観に基づく宗教経験と知性による識別がもたらす認識との矛盾が、私という一人の人間の中において両立
しているのです。そしてそれを成り立たせているのが「それでも神はいる」と語りかけてくる言葉なのです。（本書より）

四六判・224 頁・定価 1,980 円
1,800 円 + 税　ISBN978-4-911054-17-8 C0016
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